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要旨 
本稿では、1980 年から 2001 年の期間における 84 カ国において、実際の為替制度の違い（固定相場制

と変動相場制）が通貨危機の発生に影響を及ぼしているのかをプロビット・モデルを用いて分析した。第

一に、Reinhart and Rogoff (2004)の実際の為替制度データを用いた場合、固定相場制は変動相場制に比べ

て、通貨危機の発生確率を統計的に有意に低下させていた。第二に、資本規制の有無と為替制度の組合せ

を考慮した分析によれば、金融政策の自由度がなく、規律が最も厳しい制度である資本自由化の下での固

定相場制が他の制度に比べて、通貨危機の発生確率を統計的に有意に低下させていた。なお、プロビット・

モデルの推定式の説明変数を変えても、または、様々なサンプルにおいても、これらの主要な分析結果は

変わらなかった。 

 

 

Keywords: 為替制度、資本規制、資本自由化、通貨危機、プロビット・モデル 

 

JEL classification: F31, F33 

 

 

 

 

 

 


